
地域⽂化資源としての本場⼤島紬織物産業の持続可能性に関する調査研究
⾺場武（法経社会学科 経済コース）・連携機関︓本場⼤島紬織物協同組合

⿅児島⼤学法⽂学部附属「⿅児島の近現代」教育研究センター 令和５年度地域マネジメント教育研究プロジェクト 成果報告会 2024年5⽉25⽇ ⿅児島⼤学

謝辞︓本プロジェクトは⿅児島⼤学法⽂学部附属「⿅児島の近現代」教育研究センター令和５年度地域マネジメント教育研究プロジェクトの助成により実施されました。調査の実施において、多くの皆様から多⼤なご協⼒をいただきました。厚く御礼申し上げます。
本場⼤島紬織物協同組合、(株)さくら優和コンサルティング、⿅児島産地の織元のみなさま、流通各社のみなさま、イベント会場にご来場のみなさま（順不同・敬称略） お問い合わせ▷⾺場武︓baba@leh.kagoshima-u.ac.jp

背景 伝統的⼯芸品である本場⼤島紬は⽇本を代表する⽂化資源であり、『⿅児島の近現代』教育研究拠点整備事業が対象とすべき
地域⽂化資源の⼀つである。本場⼤島紬は、⿅児島の⽂化的な価値だけではなく、⿅児島の地場産業としての経済的な価値の側⾯も有する。
しかし、⼤島紬織物は産業のライフサイクルの衰退期にあり、その持続可能性に課題を抱えている。

⽬的

内容

⽣産者の調査 流通事業者の調査 消費者の調査

本プロジェクトの⽬的は、地域⽂化資源としての⼤島紬織物産業の持続可能性に影響を与える要因について、⽣産と流通そし
て消費の三つの側⾯から明らかにし、産地組合および地域内の協⼒者とともに、その解決策を検討することである。

連携機関である本場⼤島紬織物協同組合（⿅児島市）との協働により、本プロジェクトでは、以下三つの調査研究事業を実施
した。また、連携機関の本場⼤島紬織物協同組合と協⼒機関のさくら優和コンサルタントと毎⽉1回〜2回程度の定例会を開催し、調査を踏
まえて、本場⼤島紬織物協同組合の中⻑期経営計画の中核部分について検討を⾏った。

⽬的︓⼤島紬織物産業の⽣産の現状を明らかにし、⽣産⾯に
おける⼤島紬の持続可能性を脅かす要因を明確にする 
⽅法︓産地組合に所属する⼤島紬⽣産者5名に半構造化イン
タビュー を実施

調査対象者 実施⽇ 場所 インタビュー時間
A⽒ 10⽉2⽇ 組合会議室 2時間00分

B⽒ 10⽉3⽇ 組合会議室 1時間33分

C⽒ 10⽉3⽇ C⽒事業所 1時間11分

D⽒ 10⽉3⽇ D⽒事業所 1時間36分

E⽒ 10⽉4⽇ 組合会議室 1時間19分

⽬的︓⼤島紬織物産業の流通の現状を明らかにし、流通⾯に
おける⼤島紬の持続可能性を脅かす要因を明確にする 
⽅法︓名古屋・東京・京都の流通事業者10社に半構造化イン
タビュー を実施
調査対象者 実施⽇ 場所 インタビュー時間

F社 10⽉18⽇ 名古屋本社 1時間26分
G社 10⽉18⽇ 東京本社 1時間00分
H社 10⽉19⽇ 東京本社 1時間14分
I社 10⽉19⽇ 横浜本社 1時間13分
J社 11⽉2⽇ 組合会議室 44分
K社 11⽉10⽇ 組合会議室 1時間19分
L社 1⽉25⽇ 京都本社 1時間5分
M社 1⽉25⽇ 京都本社 1時間9分
N社 1⽉26⽇ 京都貸会議室 28分
O社 1⽉26⽇ 京都貸会議室 31分

⽬的︓⼤島紬に対する消費者の認識を明らかにし、消費⾯に
おける⼤島紬の持続可能性を脅かす要因を明確に する
⽅法︓東京・京都・⿅児島のイベント来場者に質問紙票調査
を実施 

イベント 実施⽇ 場所 回収数

⼤島紬コレクション
東京 12⽉15⽇〜17⽇ 東京銀座時事通信

ホール 125

⼤島紬コレクション
京都 1⽉25⽇〜27⽇ 京都産業会館ホール 219

本場⼤島紬フェス
ティバル 2⽉23⽇〜25⽇ マルヤガーデンズ 575

調査を踏まえた本場⼤島紬織物産業の現状︓クロスSWOT分析

⼤島紬織物製造業:衰退期
⽣産量（⿅児島産地）
-1976年703,449反
-2022年  13,135反（△98％）
産地出荷額︓7億円超
市場規模 ︓35億円超

強みStrength

弱みWeakness

機会Opportunity 脅威Threat

⾃社の強みを⽣かして機会を最⼤限に利
⽤するためには何をすべきか︖

⾃社の強みで脅威に対抗するためには何
をすべきか︖

⾃社の弱みにより機会を逃さないために
は何をすべきか︖

⾃社の弱みと脅威のために最悪の事態に陥
らないためには何をすべきか︖

ü 和装市場の縮⼩
ü 卸、⼩売のパワーの強さ
ü 組合員間の意識の差異・分断

ü ロイヤルカスタマーの存在・市場
での根強い⽀持

ü 価格交渉⼒を獲得しつつある
ü ハレの⽇にも紬を着⽤する⽂化
へ・式服⽂化の衰退

ü 海外市場での評価期待
ü 新たな流通チャネル（○2C、EC
など）

ü 厳格な検査によるブランド維持・
⾼品質保障・⾼価格効果（知識）

ü ⾼品質な製品を創り出す伝統⼯芸
技術（知識）

ü 不動産事業での経営安定化（モ
ノ・カネ）

ü 多様なステークホルダーとの深い
関係性（知識）

ü 組合員の⾼齢化、織⼯の減少︓もの
づくりの持続可能性（ヒト）

ü 検査基準の技術⾰新への影響（知
識）

ü 流通に埋め込まれているため、消費
者ニーズ情報にアクセスしづらい
（情報）

ü 顧客（流通・消費者）への意匠提案
⼒が弱い（知識）

l 組合員同⼠の連携強化
l 伝統技術の知識の共有
l 流通や市場（消費者）の情報共有

l 産地から流通へのアプローチ（上
代に関する提⾔など）

l 消費者とのブランドコミュニケー
ション強化

l 既存市場への訴求強化
l 新規デザイン開発
l 既存技術の⾰新
l ロイヤルカスタマーとの関係性強化

l 新規市場の開拓
l 新たなチャネルへの挑戦

l 新たな価値の構築
l 異分野との⾮連続的な技術⾰新への投資

l ものづくり持続可能性対応
l 織⼯育成・分業への介⼊
l 織元の後継者育成

l 流通・消費者との関係強化
l 製販連携
l ⼤島紬ブランド構築のための消費者対応

l 技術⾰新のための新たな基盤醸成
l 検査基準の⾒直しと認証強化

l 国（⽂化庁）や⾃治体との連携強
化
l 各種補助⾦の相談・申請の強化
l ⽂化財としての保護の観点の導⼊

本場⼤島紬織物組合のパーパスの設定｜組合は「なんのために存在するのか︖」

『伝統と⾰新を紡ぎ、⼈々の幸せを織り続ける』
今こそ本場⼤島紬織物の原点である「ものづくり」に回帰し、
持続可能なファッション産業の⼀つとして、⼈々の幸せの実現
のお⼿伝いに取り組み続けます。 

組合のパーパスにもとづく２つのビジョン

• リスクマネジメント
– ブランド構築と維持（認証規定）

– 織元の事業承継

• 産地のコア機関としての組合の機能の強
化︓ステークホルダーとの関係強化
– 組合員︓横のつながりの強化（技術のアーカ

イブ化・技術交流など）

– 流通︓価格決定権の形成、交流イベント・産

地招待事業など

– 消費者︓関係構築によるブランド形成（紬

フェス・多様なタッチポイント形成など）

– 国や⾃治体︓補助事業の申請

• イノベーションによる新たな価値創造（幸
せ創造）︓①〜③の相互作⽤が必要

① ものづくりの維持と発展（技術⾰新・技
術交流、後継者育成、技術交流、分業⼯
程請負・締者や織⼯の請負など）

② デザイン研究と提案（既存市場のニーズ
の半歩先をゆくデザイン開発、新規市場
に提案するデザイン開発など）

③ 新たな流通構造の開発（既存流通との新
たな関係構築、ECや海外市場の開拓な
ど）

⽂化創造と伝統の継承 ステークホルダーの幸せ実現

• ⽂化創造には伝統を⾰新するという意味も込

められている

• そして、伝統を継承するということは伝統を

現代のカタチにして次世代に繋ぐということ

• ステクホルダー︓顧客や従業員、取引先、地域社

会、コミュニティ、地球環境や⾃然の⽣態系、次

の世代など

• 幅広いステークホルダーの幸せを⼤島紬で実現す

ることを⽬指す

組合の２つのビジョンにもとづく組合の事業定義と戦略
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組合の２つのビジョンにもとづく戦略

• リスクマネジメント
– ブランド構築と維持（認証規定）

– 織元の事業承継

• 産地のコア機関としての組合の機能の強
化︓ステークホルダーとの関係強化
– 組合員︓横のつながりの強化（技術のアーカ
イブ化・技術交流など）

– 流通︓価格決定権の形成、交流イベント・産
地招待事業など

– 消費者︓関係構築によるブランド形成（紬
フェス・多様なタッチポイント形成など）

– 国や⾃治体︓補助事業の申請

• イノベーションによる新たな価値創造（幸
せ創造）︓①〜③の相互作⽤が必要

① ものづくりの維持と発展（技術⾰新・技
術交流、後継者育成、技術交流、分業⼯
程請負・締者や織⼯の請負など）

② デザイン研究と提案（既存市場のニーズ
の半歩先をゆくデザイン開発、新規市場
に提案するデザイン開発など）

③ 新たな流通構造の開発（既存流通との新
たな関係構築、ECや海外市場の開拓な
ど）

⽂化創造と伝統の継承 ステークホルダーの幸せ実現

組合の２つのビジョンにもとづく戦略

• リスクマネジメント
– ブランド構築と維持（認証規定）

– 織元の事業承継

• 産地のコア機関としての組合の機能の強
化︓ステークホルダーとの関係強化
– 組合員︓横のつながりの強化（技術のアーカ
イブ化・技術交流など）

– 流通︓価格決定権の形成、交流イベント・産
地招待事業など

– 消費者︓関係構築によるブランド形成（紬
フェス・多様なタッチポイント形成など）

– 国や⾃治体︓補助事業の申請

• イノベーションによる新たな価値創造（幸
せ創造）︓①〜③の相互作⽤が必要

① ものづくりの維持と発展（技術⾰新・技
術交流、後継者育成、技術交流、分業⼯
程請負・締者や織⼯の請負など）

② デザイン研究と提案（既存市場のニーズ
の半歩先をゆくデザイン開発、新規市場
に提案するデザイン開発など）

③ 新たな流通構造の開発（既存流通との新
たな関係構築、ECや海外市場の開拓な
ど）

⽂化創造と伝統の継承 ステークホルダーの幸せ実現

組合のプロダクトポートフォリオのマネジメントシナリオ
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２つのビジョンのもと組合が取り組むべきこと

織協

流通組合員

消費者その他利
害関係者

取り組むべき新たな事業

• イノベーション（3部⾨の深化と相
互作⽤）による新たな価値創造
（幸せ創造）と組合員への還元
– 組合員の経営資源縮⼩によって脆弱し
た研究開発機能の補完的役割

ものづくり
研究

⽂化創造と伝統の継承 ステークホルダーの幸せ実現

デザイン
研究

流通開発
研究

• 産地の中核組織（中間組織）と
しての機能の集約、中核事業へ
の集中

今後も本場⼤島紬織物協働組合と連携して本プロジェクトを拡張展開していく予定である。
令和６年度の⽬標は、これらの調査および分析結果を踏まえて、本場⼤島紬織物協同組合の中⻑期経営計画を⽴案
することである。そのためにも、組合員をはじめとしたステークホルダーに、ここまでの結果を共有してフィード
バックを得ながら、ビジョンや戦略を⾒直し、実現可能な組合の事業へと展開していく必要がある。

今後の展開


